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『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
』
と
は
、
平
成
２４
年
８
月
に

成
立
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
に
基
づ
く
制
度
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
幼

稚
園
や
保
育
所
な
ど
を
問
わ
ず
、

共
通
の
財
政
支
援
制
度
の
創
設

や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
も
の
で
す
。

教
育
と
は
…
学
校（
幼
稚
園
な

ど
）で
行
う
教
育
の
こ
と

保
育
と
は
…
児
童
福
祉
施
設（
保

育
所
な
ど
）で
行
う
保
育
の
こ
と

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
や
保

育
所
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
子
ど
も
一
人
一
人
を
年
齢

や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
１

〜
３
号
に
分
け
て
市
が
認
定
し
、

認
定
に
応
じ
て
施
設
を
利
用
で

き
ま
す
。

満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
で
、

家
族
な
ど
に
よ
る
養
育
が
可
能

な
場
合
な
ど
、
保
育
の
必
要
性

の
な
い
場
合
に
認
定
さ
れ
、
教

育
が
利
用
で
き
ま
す
。

満
３
歳
以
上
の
保
育
の
必
要

性
の
あ
る
子
ど
も
で
、
共
働
き

で
家
族
に
よ
る
養
育
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
に
認
定
さ
れ
、
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。

満
３
歳
未
満
の
保
育
の
必
要

性
の
あ
る
子
ど
も
で
、
共
働
き

で
家
族
に
よ
る
養
育
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
に
認
定
さ
れ
、
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
１
月
６４
時
間
以
上
の
就
労

②
妊
娠
、
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
、
障
害

④
親
族
の
常
時
の
介
護
、
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
・
起
業
準
備

⑦
就
学
・
職
業
訓
練

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

⑨
育
児
休
業
取
得
時
の
子
ど
も

の
継
続
利
用

⑩
そ
の
他
、
市
長
が
認
め
る
場

合
た
だ
し
、
一
般
的（
保
育
標
準

時
間
認
定
）な
保
育
の
利
用
が
最

長
１１
時
間
で
あ
る
の
に
対
し
、

就
労
時
間
が
１
月
当
た
り
１
２

０
時
間
以
下
や
、
求
職
活
動
な

ど
の
場
合
は
、
保
育
短
時
間
認

定
と
な
り
、
１
日
当
た
り
最
長

８
時
間
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

※
認
定
は
、
家
庭
の
状
況
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
、
０
〜
２
歳
、

３
〜
５
歳
に
区
切
り
、
３
年
間

有
効
で
す
が
、
家
庭
の
状
況
を

確
認
す
る
た
め
、
毎
年
現
況
届

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
制
度
の
目
的

◆ 

１
号
認
定（
幼
稚
園
な
ど
）

保
育
の
必
要
性
の
認
定
要
件

◆ 

２
号
認
定（
保
育
所
な
ど
）

◆ 

３
号
認
定（
保
育
所
な
ど
）

知
っ
て
お
こ
う

教
育
と
保
育

３
つ
の
認
定
区
分
で

利
用
先
を
決
定

平
成
27
年
度
春
か
ら
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
小
規
模
保
育
施
設

定
員
１９
名
以
下
の
保
育
施
設

に
つ
い
て
、
市
町
村
が
認
可
す

る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

認
可
の
基
準
は
、
保
育
所
と
ほ

ぼ
同
一
で
す
が
、
３
歳
未
満
児

が
対
象
の
た
め
、
３
歳
以
上
児

は
、
連
携
施
設
が
引
き
継
い
で

受
入
れ
ま
す
。

●
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

従
来
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
そ
れ
ぞ
れ
の
認
可
を
受
け
、

経
理
・
運
営
を
区
分
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
制
度
で

は
、
教
育
と
保
育
の
双
方
を
提

供
し
、
学
校
と
児
童
福
祉
施
設

の
両
機
能
を
有
す
る
、
単
一
の

新
た
に
利
用
で
き
る

施
設

保
育
料
は

ど
う
な
る
の
？

施
設
と
し
て
認
可
を
受
け
、
経

理
・
運
営
も
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

保
育
料
は
、
新
制
度
型
の
幼

稚
園
、保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、

小
規
模
保
育
な
ど
の
施
設
を
問

わ
ず
、
今
後
示
さ
れ
る
国
の
基

準
に
基
づ
き
、
認
定
区
分
ご
と

に
市
が
定
め
る
金
額
と
な
り
、

公
立
・
私
立
と
も
同
額
と
な
り

ま
す
。
額
は
、
現
行
保
育
料
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
・

３
号
認
定
子
ど
も
に
適
用
さ
れ

る
保
育
料
の
額
は
、
保
育
標
準

時
間
認
定
と
保
育
短
時
間
認
定

に
若
干
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

認定区分による利用施設の比較表
私立の

従来型幼稚園
公立・私立の
新制度型幼稚園

認定
こども園

公立保育所
認可保育所

小規模
保育等

1号認定
3歳以上の保育の
必要性のない子どもない

- 〇 〇 - -

2号認定
3歳以上の保育の
必要性のある子どもある

- - 〇 〇 -

3号認定
3歳未満の保育の
必要性のある子どもある

- - 〇 〇 〇

認定なし 〇 - - - -

利用対象年齢 3~5歳

公立 4･5歳
（平成28年度末まで） 0~5歳※ 0~5歳 0~2歳

私立 3～5歳

入園申込先 園 園 1号は園
2・3号は市 市 市

保育料の額 園が定める額 1~3号の認定区分ごとに市が定める額
（公立・私立同一保育料）

保育料の納入先 園 園 園 市 園

入園費負担 〇 × × × ×

就園奨励費等の
保育料補助 〇 × × × ×

※認定こども園は、園により、利用対象年齢が異なります。
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●
私
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

園
の
意
向
に
よ
り
、
従
来
ど
お

り
、
園
独
自
の
保
育
料
に
よ
り

運
営
す
る
従
来
型
と
、
市
が
定

め
る
保
育
料
に
よ
り
運
営
す
る

新
制
度
型
に
区
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
市
内
の
私
立
幼
稚
園

に
お
い
て
も
、
対
応
が
分
か
れ

る
見
込
み
で
す
。
新
制
度
型
で

は
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を

受
け
、
市
が
定
め
た
保
育
料
を

幼
稚
園
に
納
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
従
来
型
で
は
、
認
定

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

一
部
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、

新
制
度
施
行
に
合
わ
せ
、
来
年

度
か
ら
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
１
号
認
定
と
２
号
認
定
の

定
員
を
そ
れ
ぞ

れ
設
定
し
、
１

号
認
定
の
子
ど

も
に
は
教
育

を
、
２
号
認
定

の
子
ど
も
に
は

教
育
と
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

市
立
幼
稚
園
は
、
定
員
に
満

た
ず
に
望
ま
し
い
集
団
の
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

保
育
所
に
お
い
て
は
待
機
児
童

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
幼
稚

園
で
の
預
か
り
時
間
の
延
長
や
、

保
育
所
に
お
い
て
幼
稚
園
並
み

の
教
育
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
喜
多
方
地
区
の
一
小

学
校
区
一
幼
稚
園
制
を
廃
止
し
、

平
成
２８
年
度
か
ら
３０
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
、
市
立
の
幼
稚
園
・

保
育
所
を
統
廃
合
の
上
、
存
続

す
る
市
内
の
施
設
は
、
幼
保
一

体
化
に
よ
り
、
す
べ
て
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し

ま
す
。

な
お
、
幼
保
一
体
化
に
伴
う
、

遠
距
離
通
園
児
童
に
対
す
る
支

援
策
を
、
今
後
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

●
移
行（
存
続
）予
定
施
設

第
一
幼
稚
園
、
第
二
幼
稚
園
、

関
柴
幼
稚
園
、
第
二
保
育
所
、

す
ぎ
っ
こ
幼
稚
園
、
駒
形
保
育

所
、堂
島
保
育
所
、姥
堂
保
育
所
、

山
都
保
育
所
、
西
羽
賀
保
育
所

（
す
べ
て
平
成
２８
年
度
に
移
行
）

幼
稚
園
か
ら
移
行
す
る
場
合

は
３
〜
５
歳
、
保
育
所
か
ら
移

行
す
る
場
合
は
０
〜
５
歳
の
子

ど
も
を
受
入
れ
る
と
と
も
に
、

３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
す
べ

て
の
施
設
で
、
教
育
を
実
施
し

ま
す
。

●
廃
止
予
定
施
設

・
平
成
２６
年
度
末
廃
止

塩
川
保
育
所

・
平
成
２７
年
度
末
廃
止

松
山
幼
稚
園
、
慶
徳
幼
稚
園
、

荻
野
保
育
所

・
平
成
２８
年
度
末
廃
止

上
三
宮
幼
稚
園
、
岩
月
幼
稚

園
、
熊
倉
幼
稚
園
、
豊
川
幼

稚
園
、
第
四
保
育
所

・
平
成
２９
年
度
末
廃
止

第
一
保
育
所

１
号
認
定
の
場
合

新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園

や
認
定
こ
ど
も
園
に
、
直
接
入

園
申
込
み
を
行
い
、
施
設
を
通

し
て
認
定
申
請
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
従
来
型
の
幼
稚
園

に
入
園
す
る
場
合
は
、
認
定
手

続
き
は
不
要
で
す
。

２
号
・
３
号
認
定
の
場
合

社
会
福
祉
課
に
入
所
を
申
込

む
と
同
時
に
、
認
定
申
請
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

認
定
区
分
ご
と
に
、
優
先
順
位

に
よ
り
調
整
を
行
い
、
入
所
を

決
定
し
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
の
入
所
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
広
報
１１
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
待

機
児
童
の
解
消
を
、
平
成
２９
年

度
ま
で
に
図
る
た
め
、
国
で
は

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン

に
よ
り
、
民
間
事
業
者
に
対
す

る
支
援
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
こ
の
プ
ラ

ン
に
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
保
育
所
の

新
設
や
、
認
可
外
保
育
施
設
か

ら
認
可
保
育
所
へ
の
移
行
を
図

っ
て
い
ま
す
。

喜
多
方
地
区
に
お
い
て
は
、

２７
年
度
に
２
施
設
、
２８
年
度
に

１
施
設
が
認
可
保
育
所
に
移
行

す
る
予
定
で
す
。

塩
川
地
区
に
お
い
て
は
、
９０

名
定
員
の
私
立
の
認
可
保
育
所

が
、
来
年
度
に
開
所
す
る
こ
と

に
伴
い
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
考
慮
し
、
市
立
の
塩
川
保
育

所
は
今
年
度
限
り
で
廃
止
と
な

る
予
定
で
す
。

新
制
度
に
関
す
る
地
区
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
と
な

り
ま
す
。
都
合
の
良
い
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
喜
多
方
地
区

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

１０
月
１４
日（
火
）・
２１
日（
火
）

②
熱
塩
加
納
地
区

熱
塩
加
納
会
館
大
ホ
ー
ル

１０
月
１６
日（
木
）

③
塩
川
地
区

ふ
る
さ
と
会
館

１０
月
１５
日（
水
）

④
山
都
地
区

開
発
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

１０
月
２２
日（
水
）

⑤
高
郷
地
区

高
郷
総
合
支
所
大
会
議
室

１０
月
２０
日（
月
）

社
会
福
祉
課
幼
保
新
シ
ス
テ

ム
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
９

問問

今
ま
で
の
施
設
は

ど
う
な
る
の
？

公
立
幼
稚
園
・

保
育
所
の
一
体
化

待
機
児
童
解
消
に

向
け
て

申
し
込
み
の
方
法

地
区
説
明
会
の
開
催
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喜
多
方
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会

●
応
募
総
数

４１
作
品

●
採
用
者

上
野

杏
沙
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
）

●
採
用
理
由

①
喜
楽
里
博
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
で

あ
り
、市
民
に
な
じ
み
が
あ
る
と
と
も
に
、

喜
多
方
市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

②
言
葉
に
柔
ら
か
さ
が
あ
り
、
お
年
寄
り

や
子
ど
も
に
も
親
し
ん
で
も
ら
え
る
。

③
「
乗
っ
て
み
ん
べ
ぇ
」、「
行
っ
て
み
ん

べ
ぇ
」
な
ど
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
活

用
し
や
す
く
、
親
し
み
が
持
て
る
。

④
み
ん
べ
ぇ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
車
両
に

掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
車
両
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
利
用

者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
み
ん
べ
ぇ
号
」
が
、

今
後
ま
す
ま
す
み
な
さ
ま
に
親
し
み
を
も

っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
１７
日（
水
）市
長
公
室
に
お
い
て
、

喜
多
方
市
予
約
型
乗
合
交
通（
デ
マ
ン
ド

バ
ス
）の
愛
称
採
用
者
で
あ
る
上
野
杏
沙

さ
ん（
熱
塩
加
納
町
）へ
表
彰
状
と
記
念
品

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

喜
多
方
市
地
域
公
共
交
通
会
議
会
長
の

山
口
信
也
市
長
よ
り
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

愛
称
に
ぴ
っ
た
り
な
愛
着
の
あ
る
愛
称
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
市
長
か
ら
表
彰
状
が
、
愛
称
選

考
委
員
長
を
務
め
た
真
部
久
男
副
会
長
か

ら
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
上
野
さ
ん
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
は
、
第
２
次
喜
多
方
市
男
女
共

同
参
画
推
進
実
施
計
画
に
基
づ
い

た
平
成
２５
年
度
の
諸
施
策
の
実
施

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
意

見
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
「
概
ね
計
画
の
と

お
り
の
進
捗
が
図
ら
れ
た
と
認
め

る
。」
と
し
、
８
月
２０
日
に
同
審
議

会
の
山
﨑
信
子
会
長
、
五
十
嵐
健

展
副
会
長
か
ら
市
長
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。（
意
見
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
）

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

市
長
に
計
画
の
実
施
状
況
に

対
す
る
意
見
書
を
提
出

問問

問問

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
愛
称
が

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
愛
称
が

「
み
ん
べ
ぇ
号
」に
決
定定定定
！！

市
内
全
域
で
運
行
し
て
い
る
予
約
型
乗
合
交
通（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）の
愛

称
募
集
に
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
厳
正
な

る
選
定
を
行
い
、
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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り
続
け
、さ
ら
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
方
々

の
思
い
を
忘
れ
ず
に
活
動
し
て
い
こ
う
と
決
心
し
ま
し

た
。今

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
キ
ラ
ガ
ー
ル
の
一
員
と

し
て
努
力
す
る
こ
と
だ
と
思
い
、
家
で
も
ダ
ン
ス
や
歌

の
練
習
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
腹
式
呼
吸
、
腹
筋
な
ど
毎
日

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
変
だ
な
あ
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
乗
り
越
え
て
素
敵
な
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
、

見
て
い
る
人
た
ち
に
喜
多
方
の
よ
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。
私
は
こ
の
大
好
き
な
喜
多
方
の
応
援
団
と
し

て
、
ず
っ
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

冬
の
寒
さ
で
素
足
が
赤
く
染

ま
り
、
夏
の
暑
さ
で
は
汗
で
全

身
が
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り
ま

す
。
ぼ
く
は
、
あ
ま
り
運
動
が

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
で
も
体
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
と
両
親
に
す
す
め
ら

れ
、
一
年
生
か
ら
剣
道
を
や
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
は
あ

ま
り
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
よ
り
、
地
味
な
修
行
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
さ
え

あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
も
真
冬
や
真
夏
の
練
習
は
本
当

に
つ
ら
く
、
逃
げ
出
し
た
く
な
る
日
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
で
さ
え
動
き
に
く
い
胴
着
と
は
か
ま
の
上
に
重
い
面

小
学
生
の
部
最
優
秀
賞
作
品

「
応
援
し
て
っ
か
ら
ね
。」

「
こ
れ
か
ら
も
喜
多
方
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。」

ス
テ
ー
ジ
が
終
わ
り
、
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
が
、

私
の
一
番
う
れ
し
い
時
で
す
。

私
は
キ
ラ
ガ
ー
ル
と
い
う
喜
多
方
を
全
国
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
県
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
た
く
さ
ん
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
地
元
喜
多
方
で
の
ス
テ
ー
ジ
が

あ
た
た
か
く
て
大
好
き
で
す
。

私
は
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
も
っ
と
な
い
の
か
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
喜
多
方
ち
び
っ
こ
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
お
便
り
が
渡
り
、
私
は
喜
多
方
の
こ
と

を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
す
ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

一
日
目
、
木
之
本
漆
器
店
へ
行
き
、
桐
の
子
人
形
の

絵
付
け
体
験
を
し
ま
し
た
。
桐
と
い
え
ば
げ
た
が
有
名

な
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
身
近
に
も
桐
が

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

「
少
年
の
主
張
喜
多
方
市
大
会
」

 

私
は
喜
多
方
の
応
援
団

第
二
小
学
校

６
年

宇
内

愛
結

  

気
・
剣
・
体
一
致
か
ら
学
ん
だ
こ
と

第
一
小
学
校

６
年

落
合

勇
斗

山
中
煎
餅
本
舗
に
も
行
き
ま
し
た
。
よ
も
ぎ
の
入
っ

た
せ
ん
べ
い
を
一
枚
一
枚
炭
火
焼
き
し
ま
し
た
。
自
分

で
焼
い
た
せ
ん
べ
い
は
サ
ク
サ
ク
し
て
温
か
か
っ
た
で

す
。二

日
目
、
ア
ス
パ
ラ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
行
き
ま

し
た
。
学
校
の
総
合
学
習
で
喜
多
方
の
ア
ス
パ
ラ
は
お

い
し
く
て
有
名
な
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
で

収
穫
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。
ア
ス
パ
ラ
を
切
っ
て

み
る
と
、
そ
こ
か
ら
水
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
私
は
、
喜
多
方
の
ア
ス
パ
ラ
は
と
て
も
み
ず
み
ず
し

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
取
り
た
て
を
生
で
食
べ
て

み
る
と
甘
い
味
が
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
都
そ
ば
の

そ
ば
打
ち
や
雄
国
根
曲
竹
細
工
体
験
も
し
ま
し
た
。

二
日
間
、
喜
多
方
の
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
、

喜
多
方
の
や
さ
し
く
て
情
熱
あ
ふ
れ
る
方
々
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
、
私
は
ま
す
ま
す
喜
多
方
が
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
六
月
に
国
語
の
学
習
で
喜
多
方
の
よ
さ

を
調
べ
る
学
習
を
し
ま
し
た
。
私
は
ふ
れ
合
い
通
り
を

探
索
し
た
り
、
市
役
所
観
光
交
流
課
に
行
っ
た
友
達
に

話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
が
、
喜
多
方
は
自
然
豊
か
で

水
も
お
い
し
く
、
そ
の
た
め
お
米
や
お
酒
も
と
て
も
お

い
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
お
祭

り
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
瓜
生
岩
子
さ
ん
の
よ
う
な
偉
大

な
先
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
、
さ
ら
に
喜

多
方
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
か
ら
、
私
は
、
喜
多
方
の
伝
統
を
守
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と
胴
、
垂
を
つ
け
、
手
に
は
小
手
を
は
め
、
竹
刀
を
振

り
勝
負
を
競
い
ま
す
。
今
、
ち
ょ
う
ど
社
会
の
授
業
で

勉
強
し
て
い
る
武
士
の
よ
う
な
重
装
備
で
け
い
古
を
す

る
の
で
す
。
し
か
し
、
つ
ら
い
と
言
い
な
が
ら
も
こ
れ

ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、
剣
道
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と

と
剣
道
の
教
え
が
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

剣
道
に
は
「
気
・
剣
・
体
一
致
」
と
い
う
教
え
が
あ

り
ま
す
。
低
学
年
の
時
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
け
い
古
を
積
む
う
ち
に
、
精
神
と
技
と
体
力
の
バ

ラ
ン
ス
の
大
切
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
試
合
で
は
、

ど
ん
な
に
竹
刀
を
ふ
り
回
し
て
も
気
・
剣
・
体
が
一
致

す
る
一
本
を
打
た
な
け
れ
ば
、
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
ぼ
く
も
試
合
で
ど
う
し

て
負
け
た
の
か
考
え
た
時
、
少
し
気
持
ち
で
負
け
て
い

た
と
思
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い

「
気
・
剣
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
は
大
切
な
も
の
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
剣
道
だ
け

に
い
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
で
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
や
る
気
は
あ
っ
て
も
、

実
せ
ん
す
る
体
力
や
方
法
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
周
り

の
人
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
成
功
は
し
な
い
と
思
う

か
ら
で
す
。

高
学
年
に
な
り
、
塾
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
勉
強
量

が
増
え
る
と
、
ぼ
く
は
、
剣
道
の
夜
間
け
い
古
や
週
末

の
け
い
古
に
行
く
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
剣

道
よ
り
勉
強
を
優
先
し
た
方
が
良
い
の
で
は
と
考
え
て

い
た
時
、
喜
多
方
市
の
人
づ
く
り
指
針
「
な
か
よ
く
た

く
ま
し
た
く
生
き
る
」
の
児
童
生
徒
が
目
指
す
姿
を
市

の
広
報
で
読
み
ま
し
た
。
剣
道
で
は
「
気
・
剣
・
体
一
致
」

の
ほ
か
、目
上
の
人
に
は
し
た
が
う
こ
と
。礼
儀
正
し
く
、

は
ず
か
し
い
行
い
は
つ
つ
し
む
こ
と
と
教
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
初
め
て
人
づ
く
り
指
針
を
読
ん
だ
の
に
、
あ

ま
り
難
し
い
と
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ぼ
く
は
、
く
じ
け
な
い
強
い

心
を
持
っ
て
目
標
に
む
け
て
や
り
ぬ
く
努
力
を
し
て
い

た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
す
る
と
今
ま
で
の
努
力
は

む
だ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
あ
ま
り
難
し

く
考
え
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
け
ば
、
き
っ
と
な
り
た
い

自
分
に
な
れ
る
と
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

は
、
勉
強
も
剣
道
も
し
っ
か
り
や
れ
る
よ
う
時
間
を
考

え
な
が
ら
取
り
組
む
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
十
二
才
の

ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
を
一
生
け
ん
命
や
り
、
剣
道
の
教

え
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
友
達
と
な
か
よ
く

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
周
り
の
人
の
元
気
な
姿
や

笑
顔
を
見
る
と
、
私
も
元
気
に

な
っ
て
く
る
ん
だ
よ
。」

母
の
こ
の
一
言
が
、
私
の
頭

の
中
か
ら
は
な
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
母
が
言
っ
た
こ
の
言
葉
は
、
私
に
将
来
の

夢
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
将
来
の
夢
は
、「
社
会
福
祉
士
」
に
な
る
こ
と
で

す
。私

の
母
は
、「
社
会
福
祉
士
」
を
し
て
い
ま
す
。
職
場

内
で
は
勤
務
年
数
が
長
く
、
職
場
で
い
っ
し
ょ
に
働
く

人
を
気
づ
か
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

母
が
帰
っ
て
く
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
日
が
８
時
を
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
時
、
私
が
、

「
仕
事
大
変
で
し
ょ
う
。」

と
声
を
か
け
る
と
、
母
は
、

「
周
り
の
人
の
た
め
だ
も
の
。
周
り
の
人
の
元
気
な
姿

や
笑
顔
を
見
る
と
、私
も
元
気
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
よ
。」

と
笑
顔
で
言
い
ま
し
た
。

仕
事
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
困
っ
て
い
る
人
や
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
頑
張
る
母
の
言
葉
か
ら
、

周
り
の
人
を
思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
ん
な
母
を
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
の

こ
と
を
考
え
、
お
そ
く
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
母
は
、
私

の
あ
こ
が
れ
で
す
。
私
は
、
母
の
よ
う
に
周
り
の
人
を

思
い
や
り
、
一
生
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

福
祉
士
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、
私
は
立
派
な
社
会
福
祉
士
を
目
指
し

て
少
し
ず
つ
で
す
が
、
努
力
を
し
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
は
、「
ま
わ
り
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
」

で
す
。
こ
の
言
葉
も
母
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、

  

社
会
福
祉
士
と
し
て
の
母
を
目
指
し
て

高
郷
小
学
校

６
年

清
野

花
香
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多
方
煉
瓦
會
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
活
動
が
評

価
さ
れ
、
８
月
１８
日
に
福
島
市
杉
妻
会
館
に
お

い
て
、「
平
成
２６
年
度
新〝
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。〞

県
民
運
動
知
事
感
謝
状
」
を
知
事
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

同
会
は
、
明
治
時
代
に
開
業
後
、
操
業
を
停
止
し
て

い
た
登
り
窯
を
、
地
域
特
有
の
煉
瓦
造
り
の
景
観
の
消

滅
に
危
機
感
を
持
っ
た
市
民
有
志
が
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

こ
こ
で
焼
成
さ
れ
た
煉
瓦
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
活
用
さ
れ
、
ま
た
登
り
窯
の
技
術
の
復
活
や
継
承
な

ど
地
域
の
歴
史
を
再
生
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
が
、
地
域
の
誇
り
を
生
み
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
」
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班
☎（
２４
）５
２
０
８

「
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
」
と
は
、
相
手
の
気
持
ち

を
分
か
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
生
活
す
る
上
で
何
が

必
要
な
の
か
、
相
手
の
思
い
や
気
持
ち
に
よ
り
そ
お
う

と
す
る
こ
と
と
、
同
じ
な
の
で
す
。
そ
の
人
が
何
に
悩

ん
で
い
る
の
か
見
き
わ
め
、
支
援
に
結
び
つ
け
る
社
会

福
祉
士
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
、
人
の
話
を
聞
き
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
よ
う
と
努
力
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
体
を
健
康
に
す
る
こ
と
」
で
す
。
心
身

共
に
健
康
で
な
い
と
、
人
の
こ
と
も
支
援
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
放
課
後
の
陸
上
の
練
習
に
は
出
来
る
だ
け
参

加
し
、
体
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
つ
ら
く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
頑
張

る
母
の
姿
を
思
い
出
し
て
、「
頑
張
ろ
う
。」
と
思
い
ま

す
。三

つ
目
は
、「
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
」
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
も
つ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

物
事
を
見
る
こ
と
は
、
周
り
の
人
の
悩
み
に
そ
れ
だ
け

対
応
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
、
新
聞
を

読
ん
だ
り
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
だ
り
し
て
、
視
野

を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
実
際
の
私
は
、
ま
だ
、
そ
ん
な
に
立
派
に

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
に
や
さ
し
く
し
よ
う
と

思
っ
て
も
、
お
も
し
ろ
く
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
つ
い

顔
に
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、
時
に
は
言
い
返
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
反
省
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま

す
。い

つ
か
こ
の
三
つ
が
身
に
付
い
た
時
、
私
は
母
に
ち

ょ
っ
ぴ
り
近
づ
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
日
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
出
か
け
、
家
に
帰
っ
て
来
て
も
、
笑
顔

で
私
た
ち
家
族
の
話
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
母
。
私
は

母
の
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
社
会
福
祉
士
に
な
れ
る
よ

う
に
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

喜問問

喜多方煉瓦會の皆さん

「
平
成
26
年
度
新〝
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。〞

県
民
運
動
知
事
感
謝
状
」
授
与

喜
多
方
煉
瓦
會

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
貢
献

贈呈式の様子と登り窯
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本
市
チ
ー
ム
は
、
８
月
に
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
合
同
練
習
や
練
習
試
合
を
重
ね
実

力
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら

に
個
人
の
実
力
ア
ッ
プ
と
チ
ー
ム
の
結
束

力
を
固
め
、
大
会
本
番
に
臨
み
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
初
戦
は
１０
月
１８
日

第
１
試
合
で
福
島
市
と
対
戦
し
ま
す
。

合
同
練
習
な
ど
で
チ
ー
ム
の
結
束
力
と
実
力
を
強
化

チ
ー
ム
の
初
戦
は

10
月
18
日（
土
）

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
今
年
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
は
１０

月
１８
日
か
ら
１０
月
２６
日
ま
で
、
相
馬
市
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
は
県
内
４９
市
町
村
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
喜
多
方
市
チ
ー
ム
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
決
勝
戦
ま

で
）は
、
次
の
と
お
り
６
試
合
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
１０
月
１８
日(

土)

午
前
１１
時

●
１０
月
１９
日(

日)

午
後
０
時
３０
分

●
１０
月
２５
日(

土)

午
前
１０
時
４５
分

午
後
０
時
３０
分(

準
々
決
勝)

●
１０
月
２６
日(

日)

午
前
９
時(

準
決
勝)

午
前
１１
時
１５
分(

決
勝)

  

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
予
定
）

初の大会に喜多方市の名を残す

みんなで応援しよう！

ムムムム
第１回 市 町 村 対 抗
福島県ソフトボール大会

喜多方市チーム選手団の皆さん（敬称略）
区　　分 氏　　　名 所属チーム名
監　　　 督 児島　哲也 KITAKATA･SBC

コ　ー　 チ 五条方晃冶 KITAKATA･SBC
齋藤　信也 ノースミドル

スコアラー 伊藤　徹夫 ルーキーズ
マネージャー 山内　　孝 栄町ソフトクラブ
1

投　手

齋藤　信也 ノースミドル
2 五条方晃冶 KITAKATA･SBC
3 外島　和政 キャッツアイ
4 佐藤　　学 キャッツアイ
5 下妻　和也 下柴ライオンズ
6 大竹　敏登 栄町ソフトクラブ
7 佐瀬　尚哉 見頃クラブ
8

捕手
小澤　友治 KITAKATA･SBC

9 佐藤　由享 キャッツアイ
10 田崎　大輔 KITAKATA･SBC
11

内野手

田部　真市 アスナロ
12 原　　貴洋 KITAKATA･SBC
13 石井　和宏 栄町ソフトクラブ
14 若菜　　智 下柴ライオンズ
15 五十嵐正昭 下柴ライオンズ
16 児島　哲也 KITAKATA･SBC
17

外野手

平田　健彦 下柴ライオンズ
18 白岩　和也 レッドフェニックス
19 星　心太郎 KITAKATA･SBC
20 大野　佳輝 栄町ソフトクラブ
21 渡部　正幸 KITAKATA･SBC
22 中島　　哲 チーム岩月
23 渡部　　知 キャッツアイ
24 相良　　一 下柴ライオンズ
25 長谷部隆文 ノースミドル

　第1回大会で喜多方市の名
が優勝旗に残せる様、チー
ムが一枚岩となり攻撃は貪
欲に、守備はシビアに、戦
い抜きたい。高レベルの練
習試合などが良い結果に結
び付くと思います。

喜多方市チーム
監　督

児島哲也さん
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ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
や
旅
行
な
ど
に
よ
り
投

票
日
当
日
ま
で
、
喜
多
方
市
の

区
域
外
に
滞
在
し
て
い
る
場
合

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

が
、
郵
便
で
の
請
求
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、
不

在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
や
施

設
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
希
望
す
る
場
合
、
本
人

が
そ
の
病
院
な
ど
に
申
し
出
れ

ば
そ
の
場
所
で
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
喜
多
方
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
》

飯
塚
病
院
、
入
澤
病
院
、
エ

ル
ム
ホ
ー
ム
、
小
野
病
院
、
北

原
荘
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
や
ま
と
、

佐
原
病
院
、
し
の
の
め
荘
、
し

ょ
う
ぶ
苑
、
鮮
雲
荘
、
天
心
ケ

ア
ハ
イ
ツ
、
鳴
瀬
病
院
、
パ
ス

テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
小
野
、
有
隣

病
院（
５０
音
順
）

郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持

ち
の
う
え
、
指
定
の
投
票
所（
入

場
券
の
表
面
に
記
載
）で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
６
年
１０
月
２７
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
ま
た
は
平
成
２６
年

７
月
８
日
ま
で
に
転
入
届
出
を

さ
れ
た
方
で
、
い
ず
れ
も
引
き

続
き
３
か
月
以
上
喜
多
方
市
に

住
ん
で
い
る
方
で
す
。

投
票
日
に
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー

や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た

め
に
投
票
で
き
な
い
見
込
み
の

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。期

日
前
投
票
の
で
き
る
場
所

お
よ
び
時
間
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
９
月
配
布

の
チ
ラ
シ
「
期
日
前
投
票
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
裏
面
が「
宣
誓
書（
兼
）

請
求
書
」
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

投
票
日
当
日
の
投
票

選
挙
資
格
の
あ
る
方

他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

福
島
県
知
事
選
挙

投票日 10月26日（日）
告  示  日   １０月９日（木）

投票時間
投票所により投票時刻が異なりますのでご注意ください。

◆午前７時～午後５時　熱塩加納地区、塩川地
　区、山都地区及び高郷地区の全投票所

◆午前７時～午後６時　喜多方地区の全投票所

＊投票所が変更になっています。
詳しくは「広報きたかた９月号おし
らせ版」をご覧ください。
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選
挙
公
報
は
、
１０
月
２０
日
頃

ま
で
に
、
行
政
区
長
さ
ん
に
お

渡
し
で
き
る
予
定
で
す
。

喜
多
方
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

☎（
２４
）５
２
５
８

本
人
が
書
き
、
手
帳
な
ど
を
添

付
）。

▼
該
当
す
る
と
認
め
た
場
合
、

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
交
付

し
ま
す
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
の
交
付

申
請
を
す
る（
選
挙
の
期
日
前
４

日
ま
で
）。

▼
該
当
す
る
と
認
め
た
場
合
、

郵
便
に
よ
り
投
票
用
紙
お
よ
び

投
票
用
封
筒
を
交
付
し
ま
す
。

▼
選
挙
人
は
、
そ
の
場
所
に
お

い
て
投
票
用
紙
に
自
ら（
代
理
記

載
の
場
合
は
代
理
記
載
人
）が
記

載
し
、
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
あ

て
に
郵
便
で
送
付
す
る
。

平
成
２６
年
７
月
９
日
以
降
、

福
島
県
内
の
市
町
村
間
で
住
所

を
１
回
異
動
さ
れ
た
方
は
、
前

の
住
所
地（
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。）で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
最
寄
り
の
市
町

村
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

例
え
ば
・
・
・

《
福
島
市
か
ら
喜
多
方
市
に
転

入
さ
れ
た
方
》は
福
島
市
で
、《
喜

多
方
市
か
ら
郡
山
市
へ
転
出
さ

れ
た
方
》
は
喜
多
方
市
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
不
在
者
投
票
制
度

を
利
用
し
て
、
最
寄
り
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
証
明
書
請
求
の
際
に

は
、
請
求
先
市
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
に
日
時
な
ど
を
ご
確
認

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
新

し
く
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に

な
る
方
に
つ
い
て
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
す
る
た
め
の
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
「
学
生
な
ど
で
喜
多
方
市

に
住
民
登
録
を
し
た
ま
ま
、
他

の
市
町
村
で
下
宿
な
ど
の
日
常

生
活
を
し
て
い
る
場
合
、
選
挙

権
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
の
お
尋
ね
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
選
挙
権
の

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
ま

た
は
要
介
護
者
の
方
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在
宅

投
票
）が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る

方
で
新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
を
添
付
の
う
え
、
郵
便
等

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
定
の
要
件
と
は
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
現
に
受
け
て

い
る
方
で
、
障
害
の
部
位
や
程

度
に
よ
り
異
な
り
、
ま
た
、
要

介
護
者
の
う
ち
、
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介

護
５
で
あ
る
者
」
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
で
す
。

ま
た
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
方
で
、
障
害
の

程
度
に
よ
り
代
理
記
載
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

手
続
き

▼
選
挙
管
理
委
員
会
に
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
申
請

を
す
る（
申
請
書
は
必
ず
選
挙
人

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

県
内
１
回
転
出
者
は

大
学
生
な
ど
の
選
挙
権

選
挙
公
報

有
無
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、「
当

該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
年
齢
満
２０
歳
以
上
の
日

本
国
民
で
、
そ
の
者
に
係
る
登

録
市
町
村
等
の
住
民
票
が
作
成

さ
れ
た
日
か
ら
引
き
続
き
３
か

月
以
上
登
録
市
町
村
等
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

者
に
つ
い
て
行
う
」
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

「
住
所
」
と
は･･･

民
法
第
２１

条
で
「
各
人
の
生
活
の
本
拠
地

を
も
っ
て
そ
の
住
所
と
す
る
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
省
通
達（
昭
和
４６

年
）で
は
「
修
学
の
た
め
郷
里
を

離
れ
て
居
住
す
る
学
生
、
生
徒

に
つ
い
て
は
、
そ
の
居
住
す
る

寮
、
下
宿
等
の
実
家
か
ら
の
距

離
が
近
く
、
実
家
等
に
配
偶
者

が
あ
り
、
か
つ
管
理
す
べ
き
財

産
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て
休
暇

以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
事

実
も
あ
る
な
ど
の
特
別
な
事
情

が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
寮
、
下
宿
等
の
所
在
地
に

住
所
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

棄権しないで
投票しましょう

問問
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市
で
は
現
在
、
全
て
の
妊
婦
さ
ん
に
妊

婦
健
診
１４
回
分
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
１１
週
以
下
で
の
早
期
妊
娠
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

妊
娠
初
期
に
は
、
つ
わ
り
へ
の
対
応
や

流
産
予
防
が
、
後
期
に
は
妊
娠
高
血
圧
症

候
群
へ
の
対
応
や
早
産
予
防
が
大
変
重
要

で
す
。

自
覚
症
状
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
妊
婦
健
診
で
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
望
ま
し
い
妊

婦
健
診
の
時
期
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。（
下
図
参
照
）

む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
病
気
は
妊
娠

中
に
悪
く
な
り
や
す
い
も
の
で
す
。

歯
周
病
は
早
産
や
未
熟
児
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
を
し
ま
し
ょ

う
。気

に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、
歯

科
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
い
つ
行
け
ば
い
い
の
？

歯
科
の
治
療
が
必
要
な
場
合
は
体
調
や
赤

ち
ゃ
ん
の
発
育
状
況
を
み
な
が
ら
、
安
定

期（
１６
週
以
降
）に
始
め
る
の
が
一
般
的
で

す
。

◆
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か
ら
の
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア

お
母
さ
ん
に
未
治
療
の
む
し
歯
が
あ
る

と
、
口
の
中
の
む
し
歯
原
因
菌
の
数
が
多

く
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
口
の
中
の
む

し
歯
原
因
菌
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
生

ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
に
む
し
歯
原
因
菌

が
う
つ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
大
切
な
赤

ち
ゃ
ん
の
お
口
の
健
康
の
た
め
に
、
生
ま

れ
る
前
「
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か
ら
の
オ
ー
ラ

ル
ケ
ア
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

望ましい妊婦健診の受け方
妊　娠　週　数 間　隔 回数

初期～23週（第６月） ４週間に１回 ４回

24週（第７月）～
35週（第９月末） ２週間に１回 ６回

36週（第10月）～
分娩まで １週間に１回 ４回

※詳しくは、かかりつけの医療機関か
　保健課☎（24）5223へお問い合わせください。

おかあさんと、大切な赤ちゃんを守るためにおかあさんか

妊婦健診を受けまま婦健

　健やかな妊娠・出産をするためには、日ごろから必

要な栄養や休養を十分にとりつつ、妊婦一般健康診

査（以下、妊婦健診）で妊娠の経過を確認しながら過

ごすことが、なにより大切です。

　適切な時期に、望ましい妊婦健診を受診しましょう。

全
妊
婦
、
14
回
分
を
助
成

妊
娠
中
の
歯
の
健
康
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運
動
が
大
事
な
の
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
実
際
に
は
や
っ
て
い
な
い
と
答
え
る

人
が
多
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
運
動
に
は
食
べ
る
こ
と
や
寝

る
こ
と
と
い
っ
た
命
に
直
接
か
か
わ
る
本

能
的
な
も
の
が
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
意
識
し
な
け
れ
ば
持
続
で
き
な
い
と

い
う
要
素
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
忙
し
い
か
ら
」「
面
倒
だ
か
ら
」「
運

動
は
好
き
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
や
り
た
く

な
く
な
る
の
も
当
然
で
す
。
１０
月
は
「
健

康
づ
く
り
強
化
月
間
」
で
す
。
ま
ず
は
今

日
よ
り
一
日
１０
分
多
く
活
動
す
る
こ
と

（
＋
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

健
康
づ
く
り
は
＋
10（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）か
ら

「
き
ら
り
喜
多
方
市
民
健
康
祭
」開
催
の
お
知
ら
せ

１１
月
９
日（
日
）押
切
川
公
園
体
育
館
に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
す
。（
ふ
れ
あ
い
き
た
か
た
農
業
ま
つ
り
と
同
じ

会
場
で
す
）

「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
測
定
」
や
「
姿
勢･

筋
肉
測
定
」
な
ど
気

軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
後
日
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

栄養士の
知って役立つ  健康レシピ

【材料（4人分）】【材料（4人分）】
じゃが芋　2個、青梗菜　2株、ベーコン　2枚、じじゃが芋　2個、青梗菜　2株、ベーコン　2枚、
油　大さじ1、塩昆布　ひとつまみ、酒　大さじ1、油油 大さじ1 塩昆布 ひとつまみ 酒 大さ油 塩昆布油　大さじ1、塩昆布　ひとつまみ、酒　大さじ1、
いりごま　適量いりごま　適量

作り方】作【作【作 】【 方【 り方】【作り方】
①じゃが芋は細切りにし、水にさらす。青梗菜は3①じゃが芋は細切りにし、水にさらす。青梗菜は3
　㎝長さに切る。ベーコンは1㎝幅に切る。㎝長さに切る。ベーコンは1㎝幅に切る。

の芋、のの②フライパンに油を熱し、ベーコン、じゃが芋、の②フライパンに油を熱し、ベーコン、じゃが芋、の
　順に炒める。じゃが芋に火がとおったら、青梗順に炒める。じゃが芋に火がとおったら、青梗順に炒める。じゃが芋に火がとおったら、青梗
　菜も炒め、塩昆布、酒を加える。菜も炒め、塩昆布、酒を加える。
③味をととのえて盛り付け、いりごまをふる。③味をととのえて盛り付け、いりごまをふる。

＊＊じゃが芋と青梗菜の昆布炒め＊＊

今月のメニュー

じゃが芋や青梗菜のシャキシャキ感が少し残る程度に
炒めた方がおいしいです。

ポイント

《  秋野菜の上手な活用  》
　秋が旬の野菜は、緑菜よりも根菜が多くなります。
根菜は、身体を温めてくれますので、これからの寒
い季節、上手に食事にとり入れて、秋～冬を乗り切
りましょう。
　今月はじゃが芋を使った「食改さんおすすめ料理」
です。じゃが芋を長芋など旬の根菜にかえてもおい
しく作れます。
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「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
」
の
美
し
い
蔵
の

街
並
み
を
楽
し
く
走
る
「
第
３０
回
蔵
の
ま

ち
喜
多
方
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

秋
空
の
下
で
楽
し
く
走
り
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
開
催
日

１１
月
３
日（
月
・
祝
）

◆
会
場

受
付

押
切
川
公
園
体
育
館

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
参
加
料

小
中
学
生

１
０
０
０
円

高
校
生

１
５
０
０
円

一
般

２
０
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー

２
５
０
０
円

（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会

（
押
切
川
公
園
体
育
館
内
）

☎（
２３
）０
７
７
１

１０
月
１２
日（
日
）各
町
の
代
表
選
手
が
高

郷
総
合
支
所
前
か
ら
、
熱
塩
加
納
運
動
場

多
目
的
広
場
ま
で
の
８
区
間
、
２７
・
５
㌔

㍍
で
健
脚
を
競
い
ま
す
。
沿
道
で
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
コ
ー
ス
周
辺
で
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
喜
多
方
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム

第
８
回

喜
多
方
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
開
催

第
30
回
蔵
の
ま
ち
喜
多
方

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集
! !

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

で
、
レ
ー
ス
状
況
や
中
継
所
で
の
様
子
な

ど
が
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

選
手
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
放
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
激
励
や
心
温
ま

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
喜
多
方
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
﹈

周
波
数

７８
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

☎（
２２
）１
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２１
）１
７
７
０

http://w
w
w
.fm
-kitakata.co.jp/

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（
２４
）５
３
１
９

問問
申申

問問
申申市内一周駅伝競走大会コースと通過予想時間

≪ 前半戦 ≫
　スタート［高郷総合支所前］ 午前9時
1区（フリー） ……………………………… 3.0㎞
　第1中継所［高郷町川井橋前］ 9時09分
2区（中学男子または40才以上の男子） … 3.0㎞
　第2中継所［山都総合支所前］ 9時18分
3区（フリー）……………………………… 2.2㎞
　第3中継所［江原産業前］ 9時25分

≪ 後半戦 ≫
　スタート［塩川総合支所前］ 9時50分
4区（フリー） ……………………………… 3.8㎞
第4中継所［荒川産業㈱塩川工場（旧南部製版）前］ 10時01分
5区（フリー） ……………………………… 3.7㎞
　第5中継所［喜多方浄化センター前］ 10時12分
6区（女子または45才以上の男子） ……… 2.9㎞
　第6中継所［押切川公園スポーツ広場前］ 10時24分
7区（フリー） ……………………………… 4.7㎞
　第7中継所［熱塩加納町鈴木建設前］ 10時38分
8区（フリー） ……………………………… 4.2㎞
　ゴール［熱塩加納運動場多目的広場］  10時50分
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福
島
県
社
会
教
育
研
究
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
２６
年
度
福
島
県
社
会
教
育
研
究
集

会
が
、
８
月
２８
日（
木
）〜
２９
日（
金
）に
喜

多
方
プ
ラ
ザ
で
県
内
各
地
か
ら
社
会
教
育

関
係
者
及
び
市
内
か
ら
の
一
般
参
加
者
約

７
０
０
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
式
の
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
市
内
の
松
の
木
コ
ー
ラ
ス
、
い
き
い

き
コ
ー
ラ
ス
、
オ
カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
が
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

芸
術
学
部

松
田
道
雄
教
授
が
「
創
造
す

る
生
き
方
か
ら
社
会
教
育
を
広
げ
る
」
を

演
題
に
基
調
講
演
を
行
い
、
常
陸
太
田
市

観
光
振
興
課
の
佐
川
真
衣
さ
ん
が
「
地
域

と
生
き
る
＝
常
陸
太
田
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
事
例
か
ら
＝
」
の
事
例
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

公民館主催　秋の生涯学習推進特別事業
イベント名 内　　容 問い合わせ

お申し込み

豊川ふるさと紀行
～いにしえより未来へ

時は流れる～

『豊川の昔と今を知る』をコンプセトに開催します。
《 第一部 》 三十三観音（高吉・綾金）と工場見学（昭和電工）
◆日　　時　10月18日（土）午前9時30分　豊川公民館集合
◆定　　員　先着　40人
◆申込締切　10月10日（金）まで
《 第二部 》 豊川の行事と伝承展
◆日　　時　10月19日（日）～21日（火）午前9時～午後4時
◆場　　所　豊川公民館2階ホール

豊川公民館
☎（23）2066

三ノ倉高原
ウォーキング

三ノ倉高原で秋の魅力を満喫してみませんか。
◆日　　時　10月19日（日）午前8時30分集合
◆場　　所　三ノ倉スキー場
◆コ  ー  ス　山小屋くららをスタート・ゴールとする約4㎞
◆参  加  料　700円（昼食付）
◆申込締切　10月10日（金）まで
◆準  備  品　動きやすい服、雨具、飲み物

熱塩加納公民館
☎（36）2117

山都の自然体験
ウォークラリー

山都の自然を満喫できるウォーキングを行います。
◆日　　時　10月19日（日）午前10時～
◆定　　員　50人
◆コ  ー  ス　いいでのゆ前をスタート・ゴールとする約3㎞
◆参  加  料　中学生以上300円、小学生以下100円（いも汁付）
◆申込締切　10月10日（金）まで
◆準  備  品　動きやすい服装（靴は運動靴など）、
　　　　　　昼食、飲み物、お椀、箸

山都公民館
☎（38）2053

郷土歴史講演
「自由民権運動発祥
100年･関柴の動き」

　地域の身近にある文化や文化財を通し、歴史の学習と文
化財に対する関心を高めることを目的とし、当時の動きに
ついて学習します。
◆日　　時　10月26日（日）午前10時～
◆定　　員　50人
◆場　　所　関柴公民館
◆講　　師　蓮沼優介（市教育委員会文化課）

関柴公民館
☎（23）1614


